ＧＣ研究懇談会2014年度事業報告
5月30日（金）
：「第330回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－（薬業健保会館）

食と健康・安全を支えるガスクロ分析

―誘導体化の基礎から応用・誘導体化後のマススペクトルの理解―
8月6,7,8日
：第20回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会　　　 (麻布大学)

8月22-26日
:「日中韓シンポジウム」支援　　　　　　　　（東北大学：中国・瀋陽）

Web:http://cos.neu.edu.cn/RCAS/2014cjk/index.htm
9月4日(午前)
：JASISコンファレンス、JAIMAセミナー講習会(第331回)（幕張メッセ）

9月5日(午後)
：SS2014（最終回）特別講演会（第332回）（幕張メッセ）

分離科学への期待と展望
9月18日
：「第333回 日本分析化学会第63年会 広島大学 講演会」　（広島大学）

清酒の中鎖脂肪酸等ターゲット成分分析および成分網羅的分析による清酒成分と官能評価との相関解析　　　　　　　　　（酒類研）高橋　圭
12月12日
：「第334回 特別講演会」　　　　　　　　　　　　（太田区産業プラザ）

安心・安全な生活と豊かな文化を支えるガスクロマトグラフィー
2015年2月20日
：「第335回 総会と研究会」


　　　　　　（北とぴあ）

ガスクロマトグラフ分析に用いる純度管理技術と極微量分析への応用
【特別事業計画】

・アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業

・国際交流（中国、韓国）
	


「第330回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－
2014年5月30日（金）　薬業健保会館6階　講堂
主題「食と健康・安全を支えるガスクロ分析」

－誘導体化の基礎から応用・誘導体化後のマススペクトルの理解－
基礎講演
「誘導体化試薬と誘導体化反応の基礎｣

      （東京化成製造サービス）金子 広之
主題講演
１.「誘導体化を伴うスターバー抽出法による環境汚染物質の測定」　
（（独）産業総合研究所）川口 研
２.「アクロレインDNPH 誘導体化反応：
何故アクロレインがなくなってしまい、どうすれば解決可能か」　
（（財）日本自動車研究所）秋山 賢一
３.「違法薬物のガスクロマトグラフ分析」

    （科学警察研究所）岩田 祐子

技術講演
１.「トリグリセリドの高速メチルエステル化法」

     （信和化工（株））彌田 精久
２．「有機金属化合物の誘導体化法」
     （アジレント・テクノロジー（株））高桑 裕史
３.「胃袋インサートを用いたGC誘導体化注入法とその応用」

（（株）アイスティーサイエンス）佐々野 遼一

参加者　約１５０名
	


第20回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会
2014年8月6日（水）～8日（金）麻布大学

－基礎と応用（アプリケーション）－

今年のアプリケーションテーマは食品分析Ⅱ
1日目　8月6日（水）－講義－

１.「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」（東京都立大学名誉教授）保母 敏行
２.「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」
（（株）島津製作所）和田 豊仁
３.「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」
（ジーエルサイエンス（株））安藤 晶
４.「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」
（（株）MCエバテック）杉田 和俊
５.「GC/MSの基礎と応用例（多変量解析の基礎含む）」
（アジレント・テクノロジー（株））中村 貞夫
６.「マススペクトル解析の基礎」


    （（財）日本自動車研究所）秋山 賢一
2・3日目　8月7日（木）8日（金）　－実習－　

テーマ１：試料注入法（注入法の選択と条件の設定）
テーマ２：分離の最適化（カラムの選択と各種条件の設定）
テーマ３：試料の前処理法（FAMEs分析：トランス脂肪酸の高分離分析）
テーマ４：GC/MS（食品分析の実際：食品関連農薬と食品の匂い分析）

参加者　約３５名

	


「日中韓シンポジウム」支援
2014年8月22日（木）～26日（火）　（東北大学：中国・瀋陽）

　開催報告：GC懇Wwb：http://www.jsac.or.jp/~gc/kokusai.html
参加者約１８０名、発表１４１件
	


JASISコンファレンス、JAIMAセミナー講習会(第331回) 
2014年9月4日（午前）　幕張メッセ国際会議場

講義テーマ「これであなたも専門家―ＧＣ編」

「キャピラリーカラムと、その試料導入法」
      （ジーエルサイエンス（株））安藤 晶
「GC,GC/MSなど分析機器導入時の注意点」
　   （（財）日本自動車研究所）秋山 賢一
「目からうろこのGC理論」



 （（株）MCエバテック）杉田 和俊
　座長（（独）産業技術総合研究所）前田 恒昭

　
参加者　約１２０名

	


SS2014（最終回）特別講演会（第332回）
2014年9月5日（午後）　幕張メッセ国際会議場

講演テーマ「分離科学への期待と展望」

「分離科学への期待と展望」


　　（日本分析機器工業会会長）服部 重彦
「最終回にあたって」





    SS発起人　中村 洋

記念講演
「メタボロミクスの最新動向と分離科学への期待」
    （大阪大学大学院）馬場 健史

特別講演
FIA研究懇談会
「オンラインカラム分離－分光検出を用いたフローインジェクション分析」

（千葉大学）小熊 幸一

GC研究懇談会
「GC・GC/MSとそのソリューションー現状と課題」（ジーエルサイエンス（株））古野 正浩

特別講演
IC研究懇談会
「イオンクロマトグラフィーの分離科学と水質モニタリングへの応用」

（中部大学工学部・元広島大学大学院）田中 一彦

LC研究懇談会
「HPLCの高機能化－現状と今後の展望」
（アジレント・テクノロジー㈱）熊谷 浩樹

「分離科学への期待と展望」



（日本分析化学会会長）寺前 紀夫

参加　約１７０名

	


日本分析化学会第63年会（第333回）
2014年9月18日（木）　広島大学

「清酒の中鎖脂肪酸等ターゲット成分分析および
成分網羅的分析による清酒成分と官能評価との相関解析」
（（独）酒類総合研究所）高橋 圭

参加　約４０名

	


「第334回 特別講演会」
2014年12月12日（金）　太田区産業プラザ

主題「安心・安全な生活と豊かな文化を支えるガスクロマトグラフィー」

－安全・安心な生活を支えるガスクロマトグラフィー－
招待講演
「室内空気中の有機リン系難燃剤の分析」

（オーヤラックスクリーンサービス（株））杉嵜 佑樹

主題講演
「GCと農薬分析」





（西川計測（株））山上 仰

技術講演
１.「GC/QTOFが支える安全・安心な生活」    （アジレント・テクノロジー（株））小笠原 亮
２.「QuEChERS法（クエッチャーズ法）を用いたGCによる食品中の残留農薬の分析」
 （Restek Corporation）北見 秀明

－豊かな生活を支えるガスクロマトグラフィー－
招待講演

「清酒の品質と香気成分」


 　　　（（独）酒類総合研究所）磯谷 敦子

主題講演

「ビールに特徴的な香りを付与するホップ由来香気成分の解析」
 （アサヒビール（株）酒類技術研究所）岸本 徹

技術講演

３.「ダイナミックヘッドスペースを用いたMulti-volatile Method (MVM)による
飲料中香気成分の網羅的分析」



 　　　 （ゲステル（株）） 角川 淳
４. 「GC/MSによる食品分析手法のご紹介！産地特定編」（LECOジャパン合同会社）西村 泰央
５. 「スローフードとその網羅的分析法」 
  （ジーエルサイエンス（株））宮川 浩美

－豊かな文化を支えるガスクロマトグラフィー－
招待講演

「ニオイ分析による文化財保存のためのカビ種推定ソフトウェア研究」

（奈良女子大学）竹内 孝江

主題講演

「GC/IRMSの基礎」    　　（サーモフィッシャーサイエンティフィック（株））秋山 賢一郎

「GC/IRMSによる酒や燃料中エタノールの炭素と
　　　酸素安定同位体比の測定による原料植物の分類」（（財）日本自動車研究所）秋山 賢一
参加　約１３０名

	


「第335回 総会と研究会」－総会と講演会－

2015年2月20日（金）　北とぴあ
主題「ガスクロマトグラフ分析に用いる純度管理技術と極微量分析への応用」

招待講演
１．「食物連鎖網は可視化できるのか？
～GC/IRMSを用いたアミノ酸の安定同位体分析でみる生物と生物のつながり～」
（（独）海洋研究開発機構）力石 嘉人
２．「環境保全分野のGC/IRMS利用の可能性」


（山梨大学）風間 ふたば

主題講演
１.「超高純度ガスの純度の考え方と微量不純物の測定方法」 （住友精化（株））安達 富士夫
２.「マイクロガスクロマトグラフを活用した各種標準ガスの開発」
（（独）産業総合研究所）松本 信洋
技術講演
１.「PDD検出器の直線性」


　 （ジーエルサイエンス（株））菅野 了一

２．「ガス中不純物の高感度測定」


　　 （（株）島津製作所）久保田 諒

３．「標準ガスの安定化におけるシリンダー内面処理の影響」
（（株）エア・リキード・ラボラトリーズ）園部 淳

４．「GC用ガスの純度維持に関する減圧弁の機能と影響」
　　   （（株）ユタカ）平野 耕一

５．「ガスクロ分析におけるキャリヤーガス純度の重要性とキャリヤーガス精製について」
（（株）リキッドガス）重富 徹
参加　約80名

ＧＣ研究懇談会2015年度事業計画
5月24日（日）　  ：分析化学討論会特別講演会（第336回）　（山梨大学）

セパレーションサイエンス特別講演
　　　　　　　　　　講演テーマ「ワイン醸造における香気成分のコントロール」

6月5か12日（金）：「第337回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－


講演テーマ「高感度、高信頼性分析のためのガスクロマトグラフィー」
―原理から学ぶガスクロマトグラフィーの基礎―


開催場所：薬業健保会館講堂

7月29～31日　 　 ：第21回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会(麻布大学)

9月4日(午前)
：JASISコンファレンス、JAIMAセミナー講習会(第338回)（幕張メッセ）

9月4日(午後)
：JASISコンファレンス、JAIMAセミナー講演会(第339回)（幕張メッセ）

9月9～11日
：「第340回 日本分析化学会第64年会 九州大学 講演会」（九州大学）
10月13～15日     :「日中韓シンポジウム」支援（海雲台：韓国・釜山）

12月11日（金）
：「第341回 特別講演会、講演テーマ未定」（北とぴあ）
2016年2月頃
：「第342回 総会と研究会、講演テーマ未定」

地方での活動：講演会（関西）、講習会、研究会等

【特別事業計画】

・アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業

・国際交流（中国、韓国）

